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品.... 竺f- 報 第2 9号
（規則｜ 人事院 9-17 俸給の特別調整額の一部を改正する規則
3 7. 4. 1 官 報号外
グ 9-34 初任給調整手当の一部を改正する規則
I 3 7. • , ,, 会計検査院第2号 計算証明規則の一部を改Eする規則27. 4, 2官 報｜ 人事院 9- 6 俸給の調整額の一部を改正する規則
3 7. 4. 1  // 
i // 9-2 俸給表の適用範囲の一部を改正する規則
I 37. 4. 1 s // 
I // 1 6- o 職員の災害補償の一部を改正する規則
グ 9- 6
37. 4. 18 // 
俸給の調整額の一部を改正する規則
3 7. 4. 23’ 
// 9-34 初任給調整手当の一部を改Eする規則
3 7. 4. 23 // 
官庁報告
人事院 昭和3 7年度国家公務員採用試験実施計画
3 7. 4.10官 報
学 内 規 程





政 令 第1 条 寄宿寮は，学生が共同生活をとおして教養を高め，
省
第 142 号 予算決算及び会計令臨時特例の一部を改正す ｜ 自治精神に基づき 規律ある社会性の発達を助長し，ぁ
る政令 3 7. 4. 9 官 報｜ わせて修学を容易ならしめることを目的とする。
第14 号 国の債権の管理等に関する法律施行令の一部 ｜ 第2条 本学に次の寄宿寮をおく。
令
を改正する政令 3 7. 4.10 // I 育冥寮 思明寮 紫苑寮 遠久予定寮 仰掛寮
第3 条 青冥寮， 思明寮， 紫苑寮は学生部長， 遠久架寮お
文部第1 7号 国立学校設置法施行規則の部改正する省 i ょび仰臓はそれぞれ薬学部長および工学部長がこれを
令 37. 4. 1 官 報号外 ｜ 管理する。
。第1 9 号 国立の学校における授業料その他費用に関 ｜ 2 学生部長は，各寮の連絡調整にあ たる。
する省令の一部を改正する省令 ｜ 第4条 入寮を希望する者は，入寮しようとする寮の管理
37. 4. 1 // ! 者に願い出て許可を受けなければならない。
グ 第2 1 号 大学設置基準の一部を改正する省令 i 2 前項の願い出があった場合， 管理者は修学上入寮を必
37. 4. 18 官 報 ｜ 要とする程度によって公正に選考し入寮を許可する。
大蔵第35号 日本銀行国庫金取扱規程等の一部を改正す ｜ 第5 条 退寮を希望する者は，管理者に退寮を願い出なけ
る省令 3 7. 4.20 // ればならない。
ク 第46号 国家公務員等の旅費支給規程の一部を改正i 2 退寮した者は， 6 カ月以内に再入寮することはでき な
する省令 37. 4. 24 // し、。
第 29 号





























第 10条 寮生は，学則に定める寄宿料のほか，寮生活を営 ｜ 第 4条 前条の委員は，学長が委嘱する。
むに必要な経費を負担しなければならない。 寮生が負担 ｜ 〈任 期）
すべき経費の細目は別に定める。





第 5条 第 3条第1項第2号の委員の任期は.2カ年とする。
ただし 第3 条第2 項に規定する補欠の委員の任期は，
前任者の任期の残余期間とする。
（議 事）
第6 条 本全は， 学生部長がこれを招集し議長となる。
2 学生部長が事故あるときは，その指名する委員がこれ
第12条 夏季休業， 冬季休業，春季休業の期聞において， ｜ に代わる。
特別の理由によって残留しようとする者は，残留屈を提 ｜ 第7 条 本会は， 構成員の半数以上が出席しなければ開会
出しなければならない。
第13 条 寮生の在寮期間は， 原則として入学後2カ年とす
る。
附 則
！ との規程は．昭和37年4月27日から実施し 昭和3 7年
































富山大学長 横 田 嘉右衛門
第 3条 第 1項第 1号を次のように改める。









｜ 改？｜ 「l 工業化学計算 i 3」の上に「醗酵生竺l 4」
！を加える。i 附則の次に次の附員lj�;J;j];{_ ／.，。
附 �iJ （昭和37年4月27日改正）









人 事 異 動
現 官 職｜氏 名i
｜神野 醸一郎｜文部教官（経済学部教授）に採用する。
巌 ｜ 事務員四部） に採用するの
：森谷義一「一 4
＝五；j一工一丙言（工
｜ 吉 井 英 一 6 文部教官（薬学部講師） に採用する。 I ij i // 
｜ 桜 井 仁三郎 ｜ 文部教官（
工
学部講 師） に採用する。 。 ！ 
！野村敬一！文部教官（薬学部助手）に採用する。 。 l 
私理学 認 （ 坂口税－－ i新潟大学に出向させる。 I_ // l // fl 警 守 ｜ 小 松 寿義雄 ； 信州大学教授に昇任させる 。 i ij i文 部 省
i形川 恵 文部教官 （附属中学校教諭） に採用する。 I ij ｜富山大学助 教 授 ｜｜斉 藤 金 一 防衛庁に出向させる。 I // 4文 部 省（工 学 部） ｜( � ） ｜ 酒 井 信 之 ｜ 新 潟大学教授に昇任 させる。 I ij i グ私 学 吉宮｜中沖 大七郎l昭和問3月31日限り停年により退職したo I ij : // 
l島 崎 長一郎｜文部教官（工学部助手〉に採用する。 I ij ！富山大学
！ 北 川 泰 郎 ｜ 文部教官 （工学部助手） に採用する。 : // t ij 
！高 田 利枝子1文部教官， （附闇小学校教諭）に採用する。 i // i ij 
｜ i富山ナ凸経営！ 下 川浩－ // ， （ 経営短期大学部助手） に採用 する 。 1 ij ！短期大学部
� J学 吉野 ｜ 川 瀬 義 之 ！ 教授 に昇任させる 。 ； 庁 ｜文 部 省
私営短期大学高 ！ 田 村 茂 夫 i 講師同任問。 -i // 崩フ建議
； 〕j飯 田 修三L // ｜ーグ i ij ！ 成 瀬 久美子 事竺三学部）に採用する。 I ij i 富山大学
！宮 原 竜 郎 ｜ 教務員 （ 薬学部 ） に採用する。 i ij 
皇室盟主��三J主主� 豆町竺竺？と一一 一一一一一ι�－ J盟主盟l富山大学経営
（文理。学部）！上 野 英 雄｜講師に昇任させる。 I グ i富山大学





137. 4. 1 1 文 部 省
中 川 // 富山大学
// // 
- 3ー









































（文 理 学 部）
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本日 ここに入学式を行い 本学第14回生として新たに 677 I 大学の基盤となった旧高等専門学校について少しく申せ
名の諸君と経営短期大学部第4回生として69名の諸君およ ｜ ば富山高等学校は39年の歴史をもち富山師範学校は実に90
び経営短期大学部第2年編入の9名の諸君をお迎えふたしま ｜ 年の長い歴史に栄え青年師範学校は26年， 経済学部は高岡
した。烈しい競走試験の難関を突破して．しかも緩刺として ｜ 高等商業学校の流れをくみ38年の歳月を経ており， 富山薬
入学せられた諸君を心から歓迎いたしますとともに御子弟 ｜ 専は70年． 高岡工業専門学校は18年の経過をもっ， いづれ
の晴れの入学に対し父兄の皆岐にお悦びを申し上げます。 ｜ も古い伝統をもつものであります。
この入学式は申すまでもなく， 言わば師弟の固めの式で ｜ これらの旧高専県立より国立に移換されたもの或は直ち
あり今日 以後末永く切ってもきれないかたいきづなに結ば ｜ に国立として発足したものとがありますが， いずれも地元

































第2に学修に対する心のかまえについて申しますが， 諸 ！ に望みますO



























助教授 淡 路 憲 治（商業政策， 社会政策）
研 究期 間， 昭.37. 9. 1～38. 2.28 ( 6カ月）
研 究場所， 東京大学経済学部
研 究題目 「独占段階における商業政策の役割」

















講 師 藤 谷 喜久子（家庭， 食品， 栄養学）
研 究 期 間 昭.37.5.7～38 3. 6 (10カ月〕
研究 場所 お茶の水女子大学家政学部
研究題目 「魚類の保蔵に関する研究」
研究指導者 教授 稲 垣 長 与
講 師 長 砂 実（工業政策）




研究指導者 教授 豊 崎 稔
（参考） 内地研究員制度実施要項 （大臣裁定昭.37. 3) 
備時間は各自の自習に侠つものであります。




























は10か月 非実験系の教員は6か月とし 国立短期大学 ｜ 2派遣学校の長は内地研究員の研究内容により， 教
の教 員にあっては 6か 月 とする 。 ただ し 特別の事情が ｜ 官研究費の振り替えについ て 前項によ りが たいと認め
ある場合にはこの期間を延長し， または短縮することが！ るときは， あらかじめ受け入れ機関の長と協議して振
できるo ｜ り替えるべき額を別に決定することができる。
刊第5 （研究方法1内地研究員は． その所属する学校（以下 ｜ 第 1 1 （研究の
開始）内地研究員は ， 研究開始の 日までに研
「派遣学校」としづ。）以外の1の国立大学（特別の宰； 究場所に到着するものとし 研究開始の日に別に定める
情がある場合は 国立大学以外の大学， 研究所， その他 i 研究開始 届を派遣学校の長お よび大学学 術局長あて提出
の研究機関とすることができるものとし， （以下「受け｜ しなければならない。
入れ機関Jという。〉において指導教授等の指導のもと ！ 第12（研究の中断）内地研究員は， 研究期間中 研究を中
に， 当該受け入れ機関の施設， 設備を利用研究に従事す｜ 断したときは， た だちに その理由を付a し て， 派遣学校の
るものとする。 ！ 長に報告しなければならなし、。報告を受けた派遣学校の
第6 （受け入れ機関との交渉）派遣学校の長は， 受け入れ ｜ 長は大学学術局長 あてその 旨報告する ものとする ν
機関の長に対し， あらかじめ別に定める内地研究員受入 ｜ 2 前項の場合には． 中断期間中， 第9に定める 日額旅
依頼書により内地研究 員の受け入れを 依頼 し その承諾 ｜ 費は支給しないものとする。
を得なければならない。 ｜第13（研究の中止）派遣学校の長は． 内地研究員の研究期







第9 （旅費） 内地研究員に対しては， 次に婦げる旅費を支－
給するものとする。
(1）勤務場所からの旅行が行程8粁以上 16粁未満の場合
















＼＼教官研究費の ｜ ｜ 町、～～ 日＼ 区分｜実 験 系 ｜ 非実験系
」豊一一璽一二－－－－J I 
助 教 授 ！ 月額 10,000円 i 月額 3.000
問中において， 研究の中止を必要と認めた場合には， あ
らかじめ大学学術局長に申し出なければならない。













ム弓比ー イ立 取 得 者
取 得 者 経済学部教授 内 田 i儀 吉
取 得学位 経済学博士
取得年月日 昭和37年 1 月 14日 （論文通過 日〕
学位論文 H戦後 日本独占資本主義史論H
提出大学 九州大学







師 ｜月額 6.000円 ！ 月額 2.000円I I 事同日出席できるという一石二鳥の狙いがあったろう。






























































12日 前期授業開始， 教務委員会， 教授会（第1回〉
19日 学町涼甫導委員会
21日 全労議長滝田実氏講演会「現下の労働問題」
24日 職業補導委員会 ， 定期健診（内診 ， 計測〉





















4 月1 日 新入学生のrリエンテージョン及び健緊診断
18日 庶務係長会議
19日 本省田中施設 部長他来 部施設視察
�営短期大学部；
4月2 日 昭 和37年度入学許可者選考委員会
3日 入学試験合格者発表
.10日 第4回入学式













経 済 学 部
教 授初jl野埠一良II
薬 学 部
講 師 吉井 英一




















技 官 畠 惰三
教育学 部
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